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18 世紀から 20 世紀にかけて成立したとされる。
本書のまとめとなる終章では，家が「家族によっ
て所有され世帯間で継承される社会組織」と定義さ
れる。また全国的な村落サーベイデータに基づき，
家と村の属性の地理的分布が示される。しかしこの
定義は，12 本の論考が捉えた「家」の特色から帰
納的に導かれたものではなく，著者が自らの研究に
基づいて定めた定義というべきものである。たしか
に，家族を超えて血縁や姻戚関係（擬似的なものも
含む）で繋がる何ものかを「家」とすることによっ
て，日本以外の「家」的なものとの比較が可能とな
るかもしれない。はじめからこういう定義が頭にあ
るのであれば，定義を先に示してから，それを基準
として比較研究がなされるべきであった。
編者の意欲的な課題設定にもかかわらず，上記の
ような共同研究プランのために本書は論文集の印象
をぬぐいきれない。しかし本書は，全体としてより
も個々の論文で評価されるべきであろう。家族研究
の「最前線」を論じるためには，本書所収各論文の
ように深く掘り下げた議論が必要であり，相互の調
整が難しくなるのはやむを得ないように思われる。
（明治学院大学国際学部教授）
